
 

 

 

 

 

 

 

※会場によりスクーリングを別教員が担当いたします 

（仙台・オンデマンド：石附 敬先生 東京：椎名 清和先生）。 

 

 

 

■科目の内容 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

高齢者福祉の理念および目的について学習し、あわせて現行の高齢者福祉施策の体系の全般的理解とその課題につ

いて考察します。具体的な内容は、次の通りです。 

⑴ 高齢者問題の背景（高齢者人口の動向・家庭環境の変化）を中心としながら、高齢者福祉の成立要因を多角的

に考えてみる。 

⑵ 高齢者福祉施策の変遷を学習する。 

⑶ 老人保健福祉計画・介護保険事業計画の概要を学習する。 

⑷ 在宅高齢者福祉施策（サービス）の体系と概要を理解する。 

⑸ 高齢者施設福祉施策（サービス）の体系と概要を理解する。 

  

■到達目標 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 わが国の高齢者福祉の現状と課題を理解し説明することができる。 

 

■学位授与の方針（ディプロマポリシー）との関連 ―――――――――――――――――――――――――――― 

とくに「人と社会の理解力」を身につけてほしい。 

 

■科目評価基準 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 レポート評価 40％＋スクーリング評価 or 科目修了試験 60％ 

 

■教科書・参考図書 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【教科書】 

日本ソーシャルワーク教育学校連盟編集『最新 社会福祉士養成講座 2 高齢者福祉 第 2 版』中央法規出 

版、2021 年 

（最近の教科書変更時期）202５年 4 月 

（スクーリング時の教科書） 

【各会場共通】上記教科書は使用しません。配付する資料を中心に講義をすすめます。 

 

【参考図書】 

なし 

 

科目名 担当教員 

高齢者福祉論 中里 仁（上）／石附 敬（下） 

科目コード 単位数 履修方法 配当年次 

CL2064 2 R or SR（講義） 1 年以上 

科目の概要 



 

 

▶仙台・オンデマンド開講分 石附 敬 

■スクーリングで学んでほしいこと ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本講義は、①老いについての理解と、②高齢者福祉に関する制度の理解の 2 つの柱で構成します。前半では、ライ

フコースの視点から老いというものを自身の身近な問題として考えていきます。後半では、介護を中心とした高齢期

の生活課題に対応した制度体系について理解していきます。  

 

■講義内容 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

回数 テーマ 内容 

1 老いについて① 社会的な老い 

2 老いについて② 心と身体の老い 

3 高齢者を取り巻く諸問題 少子高齢社会、健康・介護・経済・生活意識等 

4 高齢者福祉の発展 戦後から介護保険制度の成立まで 

5 介護保険制度とサービス体系① 制度概要、在宅サービスの体系 

6 介護保険制度とサービス体系② 施設サービスの体系、事例検討 

7 高齢者支援における方法 支援の方法と留意点 

8 質疑応答  

9 スクーリング試験  

※オンデマンド・スクーリングでは、上記の講義と異なる場合があります。 

 

■講義の進め方 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 パワーポイント、配付資料、教科書をもとに講義を進めます。 

 

■スクーリング 評価基準 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

スクーリング試験のみ（持込全て可）。※スクーリング講義で説明した内容について理解を問います。 

 

■スクーリング事前学習（学習時間の目安：5～10 時間） ―――――――――――――――――――――――― 

教科書の講義テーマに関係する箇所を事前に読んで、自分なりに学びたいことを考えてきてください。受講後は、

体系的に知識を整理することと、それぞれの関心のあるテーマについて、書籍、論文、新聞記事など読み学びを深め

てください。 

 

 

▶東京開講分 椎名 清和 

■スクーリングで学んでほしいこと ――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 高齢者福祉の基本理念や制度の全体像を学んでいきます。その際、現在の制度等を覚えるだけでなく、超高齢

（化）社会のわが国において、長寿を素直に喜べるようになるために必要な仕組みについても考察していきましょ

う。新たなサービスを模索・提案することも対人援助職の職責の一つではないでしょうか。 

 

 

 

 

スクーリング 



■講義内容 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

回数 テーマ 内容 

1 高齢者と少子高齢社会 高齢化社会と高齢社会、老いること 

2 高齢者の生活実態等 収入と就労、医療と介護、住まい［視聴覚資料の利用］ 

3 高齢者福祉の歴史と理念 敬老とエイジズム、アクティブエイジング等 

4 高齢者福祉の法体系と関係機関の役割 老人福祉法と老人福祉施設、関係機関と各専門職 

5 介護保険制度（1） 法の目的や理念、制度の概要、財政と介護報酬等 

6 介護保険制度（2） 居宅サービス、施設サービス、地域密着型サービス 

7 関連諸制度（1） 〈高齢者医療確保法〉、〈高齢者虐待防止法〉 ほか 

8 関連諸制度（2） 〈バリアフリー法〉、〈高齢者住まい法〉 ほか 

9 スクーリング試験  

 

■講義の進め方 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

教科書の項目に沿いながら、パワーポイントを用いて解説を加えていきます。また、視聴覚資料や配付資料を補助

的に使用し話題提供を行います。 

 

■スクーリング 評価基準 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

スクーリング試験 100%：自ら作成したノートのみ持込可。試験は多肢選択式（法制度等の理解）および記述式

（理念等に関する考察）にて行います。なお、多肢選択式の問題は教科書第 4 章（介護保険制度）と第 5 章（高齢

者に対する関連諸制度）からの出題が多くなります。 

 

■スクーリング事前学習（学習時間の目安：5～10 時間） ―――――――――――――――――――――――― 

『高齢社会白書（各年版）』には、高齢化の状況や政府が講じた高齢社会対策の実施の状況が取りまとめられてい

ます。内閣府のホームページで閲覧できるので、事前に最新版の内容を確認しておいてください。 

また、教科書第 1 章から第 6 章を通読し、不明点を明確にできるように留意してノートをまとめてください。た

だし、ノートは余白を多めにし、スクーリング中の学習内容等を追記できるようにしておきましょう。 

 

■スクーリング事後学習（学習時間の目安：20～25 時間） ―――――――――――――――――――――――― 

 教科書に記載されている法律について、各出版社の社会福祉小六法（福祉小六法）といった書籍やデジタル庁の 

e-Gov 法令検索を利用して、条文そのものを読みながら復習してください。 

また、居住地等でどのように高齢者福祉が展開されているのかをホームページで閲覧したり、イベントに参加したり

して、具体的に確認してみましょう。 

 

■参考文献 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 1 ）デジタル庁『e-Gov 法令検索』https://elaws.e-gov.go.jp 

2 ）内閣府『高齢社会白書』https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/index-w.html 

3 ）筧裕介・認知症未来共創ハブほか『認知症世界の歩き方』ライツ社、2021 年 

4 ）六角僚子『アセスメントからはじまる高齢者ケア－生活支援のための 6 領域ガイド』医学書院、2008 年 

5 ）渡部律子『高齢者援助における相談面接の理論と実際 第 2 版』医歯薬出版、2011 年 

 

 

 

https://elaws.e-gov.go.jp/
https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/index-w.html


 

 

■在宅学習 15 のポイント ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント 

1 

高齢者の定義と特

性について 

高齢者の定義と特性、高齢期の社会

的・身体的、精神的そして総合的な

変化を理解する。 

高齢者の福祉（幸せな状態）を学ぶに当たっ

て、その定義と特性を理解することが何より

重要なポイントとなります。加齢に伴う身体

的、精神的な変化を充分に理解したうえで総

合的に高齢者の方々を理解してください。 

2 

少子高齢社会の到

来について 

少子高齢社会の現状と要因を理解す

ると共に、日本の高齢化の特徴と課

題について理解する。 

少子高齢社会が国家にもたらす「その意味合

い」を理解するとともに、将来日本社会のあ

るべき方向性について考察を深めてくださ

い。 

3 

高齢者の生活実態

について 

高齢者の経済状態および就業の状

況、健康および要介護の状況、社会

参加、生活環境について理解する。 

低年金者の増。一方で労働人口の減少の中、

健康で就労可能な高齢者の就業（働き方の在

り様）、社会参加の重要性等について考察を深

めてください。 

4 

高齢者を取り巻く

社会環境について 

高齢者を取り巻く三つの社会環境、

高齢者世帯の特徴、家族介護の（者）

を捉えたうえ、家族ケアの問題、高

齢者と家族の生活保障の必要性につ

いて理科する。 

老老介護、単身高齢者世帯の増加、「8050 問

題」など高齢者を取り巻く社会環境は大きく

変化しています。その中で、高齢者と家族に

必要な制度や社会（地域）との繋がりについ

て理解してください。 

5 

高齢者福祉の歴史

と理念について 

高齢者福祉の起源と生成、第二次世

界大戦以降の我が国における高齢者

保健福祉制度の発展過程を理解す

る。 

現在の高齢者保健福祉制度の歴史的変遷を理

解することは、「将来」日本社会の方向性や制

度のあるべき姿を考察するうえで重要なポイ

ントとなります。高齢者福祉の歴史と理念を

俯瞰的に捉えながら考察を深めてください。 

6 

介護保険制度につ

いて① 

介護保険制度の理念、概要、枠組み

について理解する。 

長らく続いた措置制度から、高齢者の特に要

支援・要介護高齢者の増加に伴う介護保険制

度への移行は、日本の高齢者福祉政策の大転

換といえる。その理念、概要、枠組みについ

て理解してください。 

7 

介護保険制度につ

いて② 

介護保険制度における地域支援事

業、介護保険サービスの体系につい

て理解する。 

理念、概要、枠組みを理解したうえ、地域支

援事業と介護保険サービスの体系を理解する

ことは、ソーシャルワークのみならずケアワ

ークの実践者にとっても必要な事項です。考

察を深めてください。 

8 

高齢者保健福祉の

法体系について 

介護保険制度のみならず高齢者に対

する現行の関連諸制度について理解

する。 

複雑多岐にわたる多様化した高齢者の福祉ニ

ーズに対応するためには、高齢者に対する関

連諸制度の理解と組み合わせが必要不可欠と

なります。しっかりと理解してください。 

9 

高齢者と家族の支

援における関係機

関と専門職の役割

について① 

少子高齢社会の現在、高齢者のみな

らず家族への支援は不可欠な状況に

あることを念頭に、関係機関の役割

について理解する。 

行政機関、指定サービス事業者・国民健康保

険団体連合会、ハローワークやシルバーセン

ターといった関係機関の役割についてしっか

りと理解してください。 

レポート学習 



10 

高齢者と家族の支

援における関連機

関と専門職の役割

について② 

フォーマルな専門職、インフォーマ

ルな援助者の役割について理解す

る。 

前記したよう、複雑多岐にわたる高齢者の福

祉ニーズに対応するには、フォーマルな専門

職の支援に加え、インフォーマルな援助者の

支援は必要不可欠な存在です。その現状と意

味合いについて理解してください。 

11 

高齢者と家族に対

する支援の実際① 

高齢者領域におけるソーシャルワー

カーの役割について理解する。 

アセスメントとコミュニケーション、個人へ

のソーシャルワークとケアマネージメント、

家族へのソーシャルワーク、グループワーク

について、その実際について理解を深めてく

ださい。 

12 

高齢者と家族に対

する支援の実際② 

高齢者領域におけるチームアプロー

チの重要性について理科する。 

地域へのソーシャルワーク、多職種・多機関

連携とチームアプローチは高齢者と家族の支

援には必要不可欠な要素です。理解を深めて

ください。 

13 

高齢者と家族に対

する支援の実際③ 

利用者主体の具現化に必要な、認知

症ケア、終末期ケアについて理解す

る。 

利用者主体、尊厳の保持を具現化するために

欠かせない認知症ケア、終末期ケアにおける

ソーシャルワークについて理科してくださ

い。 

14 

高齢者と家族に対

する支援の実際④ 

地域ケア会議における地域包括ケア

システムの構築の実際と重要性につ

いて理解する。 

住み慣れた自宅や地域で最後を迎えたいと願

う高齢者の支援には地域ケア会議、そして地

域包括システムの構築が不可欠です。その実

際について理解を深めてください。 

15 

高齢者と家族に対

する支援の実際⑤ 

家族の介護負担軽減と就労支援、看

取りの支援、「8050 問題」下での疑

わしき虐待、ご近所トラブルを抱え

た独居高齢者の在宅支援、認知症高

齢者支援など、5 つの事例から、高

齢者と家族が抱える生活上の課題に

ついて理解する。 

具体的な「事例」からの学びは大きな学びで

す。 

異なる5つの事例による高齢者と家族に対す

る支援事例を通し、その底流を流れる「社会

が抱える根本的な問題と要因」について。ま

た、「血縁、地縁、社縁」の再考（見直し）の

必要性について考察を深めてください。 

 

■レポート課題 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

1 単位め 
「高齢社会とは何か」「高齢者とは何か」、そして病や死の時期の「尊厳のあり様」について自らの

体験等に基づき、見解を述べよ。 

2 単位め 「TFU オンデマンド」上で客観式レポートに解答してください。 

※提出されたレポートは添削指導を行い返却します。 

 

■アドバイス ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

「高齢者福祉論」の学習は、全般的には高齢者福祉施策の体系に関する知識的理解が中心となりますが、最終的に

は履修者各自の高齢者観（像）の再考と“老い”＝生きることへの価値観を涵養することにつきます。したがって、

「高齢者福祉論」を履修される方は、単なる知識的理解に留まることなく（これも大切な学習ですが……）、常に自

らの人生経験と絡め、考察し続けながら学習をしてください。 

 

【1 単位めアドバイス】 

 そもそも“高齢者”“老人”とは何かを、各自もう一度自分と関連させながら考えてください。人間は何歳から

《老人》になるのか、いつから《大人》になるのか、そしていつ《子ども》であることを卒業（？）するのか。借り

物の知識ではなく、自らのまた身近な方の例をあげながら述べてみてください。そして、「あなたは年齢を重ねた



時、“高齢者”と呼ばれたいですか、それとも“老人”ですか」。レポート作成過程で自らの“高齢者”観が確認でき

ればよいのですが……。 

なお、レポートに要求する内容を考えると、1,800 字以上でまとめてくださることを希望します。1,800 字未満

では再提出になる可能性が高くなります。 

 

【2 単位めアドバイス】 

 教科書をよく読み、「TFU オンデマンド」上で客観式レポートに解答してください。 

 

 

 

 

■評価基準 ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 テキストの内容を自身で要約することにより、下記の項目について理解を深めてください。 

１ ）高齢者の身体的理解：加齢に伴う心身機能の変化（加齢による変化と疾患）について要約し記述ください。 

2 ）高齢者の精神的理解：精神機能の老化、老年期の病気（高齢期の精神障害・認知症・うつ病等）について要約

し記述ください。 

3 ）高齢者の総合的理解：生涯発達の意味と課題（人生全体からみる高齢期の発達課題）と死とスピリチュアリテ

ィ（全人的存在としての人とスピリチュアリティ）について要約し記述ください。 

4 ）介護保険制度の誕生から地域包括ケアシステムの構築までについて要約し記述ください。 
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